
　防風の祛風解表作用による全身疼痛の治療効果は荊芥よりも高いが， 荊芥
の祛風解表・発汗作用は防風よりも顕著である。臨床では，しばしば荊芥と
防風は同時に用いられる。

榔



　解表散寒には 紫蘇葉を，行気寛中には 紫蘇梗を，和胃止嘔には紫蘇（梗と
葉を一緒に用いる）を，降気消痰には 紫蘇子（さっと炒してつぶす必要があ
る）を用いる。


